
FGD

FGE

FGET

FGG

FGA

FGB（生産終了品）

FGC

FGF

FGH

FQ1

FN1/FN4

ベッセルシリーズ 

ベッセルシリーズ

ベッセルシリーズ 

ベッセルシリーズ 

ベッセルシリーズ 

ベッセルシリーズ 

ベッセルシリーズ 

バッグフィルタ 

液体用高精度フィルタ 

クイックチェンジフィルタ 

リフレッシュフィルタ

P.743

P.744

P.746

P.749

P.751

P.755

P.759

P.761

P.763

P.765

P.766

AFF-D

AM-D

AMD-D

AMK-D

AFF□D

AM□D

AMD□D

ラインフィルタ

ミストセパレータ

マイクロミストセパレータ

活性炭フィルタ

メインラインフィルタ

ミストセパレータ

マイクロミストセパレータ

P.719

P.719

P.719

P.730

P.741

P.741

P.741

圧縮空気清浄化機器

工業用フィルタ

交換要領
圧縮空気清浄化機器
工業用フィルタ
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エレメント

ボディ

ケースパッキン

I N

OUT

ケース

ジョイント

ケースパッキン

I N

OUT

AFF-D/AM-D/AMD-D Series　分解図

1）AFF/AM/AMD20 2） AFF/AM/AMD30 
AFF/AM/AMD40
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I N

OUT

ボディ

ケースパッキン

エレメント

ケース

取付ねじ（4本）

AFF-D/AM-D/AMD-D Series　分解図

3）AFF/AM/AMD50
AFF/AM/AMD60

720

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

モ
ジ
ュ
ラF.R

.L
.

圧
力
制
御
機
器

圧
縮
空
気
清
浄
化
機
器

工
業
用
フ
ィ
ル
タ

交
換
要
領

モ
ジ
ュ
ラF.R

.L
.

圧
力
制
御
機
器

ロ
ー
タ
リ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

エ
ア
チ
ャ
ッ
ク

ロ
ー
タ
リ
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ

エ
ア
チ
ャ
ッ
ク

圧
縮
空
気
清
浄
化
機
器

工
業
用
フ
ィ
ル
タ

ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ



ボディ

ジョイント
回転

エレメント

エレメント保持部

上方へ引抜き

AFF-D/AM-D/AMD-D Series　交換要領 1

ステップ1
製品からジョイントを取外します。

ステップ2
エレメントの保持部をつかんで、エレメントを取外します。

警告
交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

1 エレメント―分解【AFF/AM/AMD20】
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ケース

エレメント

エレメント

ジョイント

ジョイント凹部
2箇所

エレメント
矢印マーク
2箇所

ジョイントとの
隙間がないことを

確認

装着

ボディ

ジョイント

参考締付トルク：3.5N・m

ねじ込み
締付け

AFF-D/AM-D/AMD-D Series　交換要領 2

ステップ1
エレメント上面の矢印マーク2箇所（f）とジョイント側の凹
部（溝）の位置を合わせます。

ステップ3
ケースをボディにねじ込みます。
下記参考トルクを目安に締付けてください。

ステップ2
ジョイントとの隙間がなくなるまで、エレメントを押し込み
装着してください。向きを合わせず無理に挿入すると、エ
レメントが破壊します。

2 エレメント―組立【AFF/AM/AMD20】
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ボディ

ジョイント

ケース

回転

ボディ

ケース

参考締付トルク：2.2N・m

ねじ込み
締付け

AFF-D/AM-D/AMD-D Series　交換要領 3

ステップ1
製品からケースを取外します。

ステップ2
ケースをボディにねじ込みます。
下記参考トルクを目安に締付けてください。

3 ケース―分解【AFF/AM/AMD20】
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合いマークを合わせる

ボディ側合いマーク

ボディ

ロックボタン

ケース

【手順1】

【手順2】

ジョイント

ジョイント側
合いマーク

30度回転

下方へ引抜き

エレメント保持部

エレメント上方へ引抜き

AFF-D/AM-D/AMD-D Series　交換要領 4

ステップ1
製品からジョイントを取外します。
ロックボタンを引き下げた状態で約30度回転させ、ボディ
とジョイントの合いマークが合う位置で下向きに引き抜い
て取外します。

ステップ2
エレメントの保持部をつかんで、エレメントを取外します。

4 エレメント―分解【AFF/AM/AMD30,40】
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ケース

エレメント

エレメント

ジョイント

ジョイント凹部
2箇所

エレメント
矢印マーク
2箇所

ジョイントとの
隙間がないことを

確認

装着

ボディ

ジョイント

ロックボタン

ジョイント側合いマーク

ボディ側合いマーク
【手順1】

【手順2】

加圧前には、ロック
ボタンが製品の溝に
ロックされていることを
確認してください。

注意

装着

30度回転

AFF-D/AM-D/AMD-D Series　交換要領 5

ステップ1
エレメント上面の矢印マーク2箇所（f）とジョイント側の凹
部（溝）の位置を合わせます。

ステップ3
ロックボタンを引き下げた状態で、ボディとジョイントの合いマークが合う位置でボディを装着し、ロックボタンがボディの
溝に合う位置になるまでジョイントを回転（約30度）させてください。

ステップ2
ジョイントとの隙間がなくなるまで、エレメントを押し込み
装着してください。向きを合わせず無理に挿入すると、エ
レメントが破壊します。

5 エレメント―組立【AFF/AM/AMD30,40】
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ボディ

ケース

【手順1】

【手順2】

ジョイント ロックボタン

合いマークを合わせる

ケース側合いマーク

ジョイント側合いマーク

30度回転

下方へ引抜き

AFF-D/AM-D/AMD-D Series　交換要領 6

ステップ1
製品からケースを取外します。
ロックボタンを引き下げた状態で約30度回転させ、ジョイントとケースの合いマークが合う位置で下向きに引き抜いて取外
します。

6 ケース―分解【AFF/AM/AMD30,40】
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ボディ

ロックボタン

ケース

ジョイント

合いマークを合わせる

ケース側合いマーク

ジョイント側合いマーク

装着 加圧前には、ロックボタンが
製品の溝にロックされて
いることを確認してください。

ケース

注意

30度回転

AFF-D/AM-D/AMD-D Series　交換要領 7

7 ケース―組立【AFF/AM/AMD30,40】
ステップ1
ロックボタンを引き下げた状態にして、ジョイントとケース
アセンブリの合いマークが合う位置でケースを装着してく
ださい。

ステップ2
ロックボタンを引き下げた状態で、ロックボタンがジョイン
トの溝に合う位置になるまでケースを回転（約30度）させて
ください。
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AFF-D/AM-D/AMD-D Series　交換要領 8

ステップ1
製品からケースを取外します。
フランジを手で支えながら取付ねじ4本を外し、フランジを
ストッパまで下げます。
（六角棒スパナ呼び：5）

ステップ2
ケースを矢印の方向に10°程度回転させると、ボディから
ケースを取外すことができます。

ステップ3
ケースパッキン、エレメントを取外します。

ステップ4
ケースにエレメント、ケースパッキンを装着します。

ステップ5
ケースの爪部（2箇所）をボディの切欠き溝（2箇所）に合わせ
装着し、ケースを矢印方向に10°程度回転させてください。
ケースの爪部（2箇所）を両方ともボディに引掛けます。

ステップ6
フランジをボディに装着し、4本の取付ねじを仮締めした後、
均等に対角締めで固定してください。
（六角棒スパナ呼び：5）

8 ケース交換【AFF/AM/AMD50,60】

締付トルク：
AM50

3.5±0.3N・m
AM60

10度回転

下方へ引抜き

取付ねじ（4本）

ケースパッキン

エレメント

フランジ

ストッパ

ケース

ボディ

10度回転

ケースの爪部の引掛り状態（下面図）

切欠き溝（2箇所）

A部

切欠き溝とケースの爪部を合わせる（A部）

ケースの爪部をボディに引掛ける（A部）

ケースの爪部（2箇所）

ケースの爪部（2箇所）
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ケースパッキン

エレメント

ケース

AFF-D/AM-D/AMD-D Series　交換要領 9

9 エレメント交換【AFF/AM/AMD50,60】
ステップ1
「 8ケース交換」（P.728）に沿ってケースを取外してください。

ステップ2
ケースに交換するエレメント、ケースパッキンを装着します。ケースは「 8ケース交換」（P.728）に沿って取付けてください。
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エレメント

ボディ

ケースパッキン

ケース

ジョイント

ケースパッキン

IN

OUT

IN

OUT

AMK-D Series　分解図

1）AMK20 2）AMK30,AMK40
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IN

OUT

ボディ

ケースパッキン

エレメント

ケース

取付ねじ（4本）

AMK-D Series　分解図

3）AMK50,AMK60
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回転
ジョイント

ボディ

エレメント

エレメント保持部

上方へ引抜き

AMK-D Series　交換要領 1

ステップ1
製品からジョイントを取外します。

ステップ2
エレメントの保持部をつかんで、エレメントを取外します。

警告
交換作業前には、本機器内に圧力がないことを必ず確認してください。
交換作業後は、必ず所定の機能を満足することと外部漏れがないことを確認してから装置を作動させてください。

1 エレメント―分解【AMK20】
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ケース

エレメント

エレメント

ジョイント

ジョイント凹部
2箇所

エレメント
矢印マーク
2箇所

ジョイントとの
隙間がないことを

確認

装着

ボディ

ジョイント

参考締付トルク：3.5N・m

ねじ込み
締付け

AMK-D Series　交換要領 2

ステップ1
エレメント上面の矢印マーク2箇所（f）とジョイント側の凹
部（溝）の位置を合わせます。

ステップ3
ケースをボディにねじ込みます。
下記参考トルクを目安に締付けてください。

ステップ2
ジョイントとの隙間がなくなるまで、エレメントを押し込み
装着してください。向きを合わせず無理に挿入すると、エ
レメントが破壊します。

2 エレメント―組立【AMK20】
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回転

ボディ

ジョイント

ケース

ボディ

ケース

参考締付トルク：2.2N・m

ねじ込み
締付け

AMK-D Series　交換要領 3

ステップ1
製品からケースを取外します。

ステップ2
ケースをボディにねじ込みます。
下記参考トルクを目安に締付けてください。

3 ケースアセンブリ―分解【AMK20】
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合いマークを合わせる

ボディ側合いマーク

ボディ

ロックボタン

ケース

【手順1】

【手順2】

ジョイント

ジョイント側
合いマーク

30度回転

下方へ引抜き

エレメント保持部

上方へ引抜き エレメント

AMK-D Series　交換要領 4

ステップ1
製品からジョイントを取外します。
ロックボタンを引き下げた状態で約30度回転させ、ボディ
とジョイントの合いマークが合う位置で下向きに引き抜い
て取外します。

ステップ2
エレメントの保持部をつかんで、エレメントを取外します。

4 エレメント―分解【AMK30,AMK40】
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ケース

エレメント

エレメント

ジョイント

ジョイント凹部
2箇所

エレメント
矢印マーク
2箇所

ジョイントとの
隙間がないことを

確認

装着

ボディ

ジョイント

ロックボタン

ジョイント側合いマーク

ボディ側合いマーク
【手順1】

【手順2】

加圧前には、ロック
ボタンが製品の溝に
ロックされていることを
確認してください。

注意

装着

30度回転

AMK-D Series　交換要領 5

ステップ1
エレメント上面の矢印マーク2箇所（f）とジョイント側の凹
部（溝）の位置を合わせます。

ステップ3
ロックボタンを引き下げた状態で、ボディとジョイントの合いマークが合う位置でボディを装着し、ロックボタンがボディの
溝に合う位置になるまでジョイントを回転（約30度）させてください。

ステップ2
ジョイントとの隙間がなくなるまで、エレメントを押し込み
装着してください。向きを合わせず無理に挿入すると、エ
レメントが破壊します。

5 エレメント―組立【AMK30,AMK40】
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ボディ

ケース

【手順1】

【手順2】

ジョイント ロックボタン

合いマークを合わせる

ケース側合いマーク

ジョイント側合いマーク

30度回転

下方へ引抜き

AMK-D Series　交換要領 6

ステップ1
製品からケースを取外します。
ロックボタンを引き下げた状態で約30度回転させ、ジョイントとケースの合いマークが合う位置で下向きに引き抜いて取外
します。

6 ケース―分解【AMK30,AMK40】
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ボディ

ロックボタン

ケース

ジョイント

合いマークを合わせる

ケース側合いマーク

ジョイント側合いマーク

装着 加圧前には、ロックボタンが
製品の溝にロックされて
いることを確認してください。

ケース

注意

30度回転

AMK-D Series　交換要領 7

7 ケース―組立【AMK30,AMK40】
ステップ1
ロックボタンを引き下げた状態にして、ジョイントとケース
アセンブリの合いマークが合う位置でケースを装着してく
ださい。

ステップ2
ロックボタンを引き下げた状態で、ロックボタンがジョイン
トの溝に合う位置になるまでケースを回転（約30度）させて
ください。
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AMK-D Series　交換要領 8

ステップ1
製品からケースを取外します。
フランジを手で支えながら取付ねじ4本を外し、フランジを
ストッパまで下げます。
（六角棒スパナ呼び：5）

ステップ2
ケースを矢印の方向に10°程度回転させると、ボディから
ケースを取外すことができます。

ステップ3
ケースパッキン、エレメントを取外します。

ステップ4
ケースにエレメント、ケースパッキンを装着します。

ステップ5
ケースの爪部（2箇所）をボディの切欠き溝（2箇所）に合わせ
装着し、ケースを矢印方向に10°程度回転させてください。
ケースの爪部（2箇所）を両方ともボディに引掛けます。

ステップ6
フランジをボディに装着し、4本の取付ねじを仮締めした後、
均等に対角締めで固定してください。
（六角棒スパナ呼び：5）

8 ケース交換【AMK50,60】

締付トルク：
AMK50

3.5±0.3N･m
AMK60

10度回転

下方へ引抜き

取付ねじ（4本）

ケースパッキン

エレメント

フランジ

ストッパ

ケース

ボディ

10度回転

ケースの爪部の引掛り状態（下面図）

切欠き溝（2箇所）

A部

切欠き溝とケースの爪部を合わせる（A部）

ケースの爪部をボディに引掛ける（A部）

ケースの爪部（2箇所）

ケースの爪部（2箇所）
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ケースパッキン

エレメント

ケース

AMK-D Series　交換要領 9

9 エレメント交換【AMK50,60】
ステップ1
「 8ケース交換」（P.739）に沿ってケースを取外してください。

ステップ2
ケースに交換するエレメント、ケースパッキンを装着します。ケースは「 8ケース交換」に沿って取付けてください。
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AFFmD/AMmD/AMDmD Series　交換要領 1

警告
作業は必ず、圧力ゼロを確認してから行ってください。

1 エレメント交換作業
qボディからケースを取外します。
wフランジを手で支えながら、六角棒スパナにてボディの六角穴付ボルトを緩めます。
すべてのボルトを緩めたあと、ゆっくりフランジをストッパまで下げてください。
このとき、フランジとストッパの間に指などを挟まないように注意してください。

eケースを矢印の方向に10度程度回すと、ケースがボ
ディから外れます。
このとき、ケースを落とさないように注意してくださ
い。
※ ケース用“O”リングは落ちやすいので、ケースを水平に保っ
て作業を行ってください。

r使用済のエレメント、エレメント用“O”リングを取出
します。
このとき、サポートリングも一緒に取外すと作業がし
やすくなります。

tエレメント（新品）をケースに挿入し、ケース用“O”リ
ング（新品）を取付けます。
サポートリングを取外している場合は、ケース用“O”
リングの前にサポートリングを取付けてください。
※エレメントの挿入方向を間違えないようにしてください。

yケースをボディに取付けます。

ケース用“O”リング

ケース用“O”リング

サポートリング

サポートリング 〜ポイント〜
必ずエレメントの

“O”リングが上に向くよう
挿入してください。

フランジを手で
支える

挟まれないよう
注意!!
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AFFmD/AMmD/AMDmD Series　交換要領 2

uケースの爪（2箇所）をボディの切欠き（2箇所）に合わせ挿入後、ケースを矢印の方向に10度程度回します。
※配管接続ポート下の四角窓から、ケースの爪が見えることを確認してください。

iフランジを引き上げ、六角棒スパナにて六角穴付ボルトを締付けます。
締付トルクは70Dで12.5N·m、80Dと90Dは24.5N·mです。
上記締付トルクで締付けた場合でも、ボディとフランジの間に若干の隙間が生じますが異常ではありません。

【新品エレメントがボディに入りにくい場合】
“O”リングまたはエレメント接続部（ボディ）に潤滑剤を塗布してください。
このとき、潤滑剤がエレメント表面、ケース内側やボディの内側（エレメント接続部以外）に付着しないようにしてください。
また、潤滑剤はお客様のご使用に問題のないものを選定ください。
“O”リング材質…NBR、初期潤滑剤…白色ワセリン

10度程度
回す

または

〜ポイント〜

四角窓からケースの爪が
見えることを確認して
ください。（IN側とOUT側）

締付トルク：
70D 12.5N･m
80D 24.5N･m
90D 24.5N･m

潤滑材塗布箇所

潤滑材塗布箇所

若干隙間が生じますが
異常ではありません。
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q運転を停止してください。
w保守作業の前に以下の点を必ず確認してください。

eフィルタIN側の配管バルブを閉じてから、フィルタOUT側の配管バル
ブを閉じてください。

rドレンポートより内部の流体を排出してください。
tナットを緩めて取外してください。
yケースを下方にずらし、横に取出してください。
uエレメントを取出してください。
※長さ250mmのエレメントを2本使用している場合、エレメント間のシールに使用
のジョイントは再使用するので紛失しないよう注意してください。

iケース内部、ガスケット、パッキン類およびプラグ等を清浄な使用流体、
または溶剤等で洗浄してください。

エレメントの取出し（図1参照）1

qエレメント交換後、各部の組付け状態を確認して運転を再開してくだ
さい。液漏れ等の異常が発生した場合は、直ちに運転を停止して各部
のシール状態を確認のうえ、適切な処置を行ってください。

wポンプ起動時の加圧時には、必ずエア抜き口（六角ボルト）を開けてエ
ア抜きを行ってください。空気が抜けてからエア抜き口（六角ボルト）
を閉じて、本運転に入ってください。

運転の再開3

q    エレメントの取出しの逆の手順で組付けを行ってください。
w劣化や膨潤等の異常が生じたガスケット、パッキン類は、新品と交換
してください。

eエレメントの内径をテンションボルトに通し、ケース内にエレメント
を挿入してください。
【長さ250mmのエレメントを2本使用している場合】
※エレメントは、下端がエレメントガイドに達するまで落下させないように注意し
て挿入してください。
※エレメント間にジョイントを挿入してください。

rカバーの中心穴にテンションボルトを合わせ、エレメントを入れたケ
ースをカバーに差し込んでください。

t下方よりケースを押し、カバー上部から下記のトルク値で締付ナット
を締め込んでください。
（トルク管理をしないと漏れる可能性があります。）
※締付管理トルク値：FGDT/F  25N・m、 FGDC/E  15N・m

エレメントの取付け（図1参照）2

FGD Series　エレメント交換要領

・本フィルタが設置されているシステム機器圧力計の圧力がゼロであることを確
認してください。
・高温でご使用の場合は、やけど防止のため作業前にフィルタ容器の表面温度が

40℃以下であることを確認してください。

注意

q六角ボルト

wパッキン

eナット

rパッキン

tカバー

yガスケット

uガイド

oテンションボルト

iエレメント

!0ジョイント

!3パッキン

!4ワッシャー

!5スプリング

!6パッキン

!7プラグ

!2ホルダー

!1ケース

OUTIN

DRAIN

図1　各部の名称
（図はFGD□B：エレメント2本の場合）

!8エレメントガイド

1
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q運転を停止してください。
wINLET、OUTLETの順番にバルブを閉じてください。
eフィルタ内圧をゼロにしてください。
rドレン弁、液抜き弁を開いて内部の流体をすべて排出してください。
tVバンドの締付位置確認ピンを引き抜いてください。
yVバンドの締付ナットを緩め、ラッチを外してカバーと“O”リングを取
外して点検してください。

uカバーの取外しは、カバーを反時計回りに回すようにして持ち上げて
ください。［右図（1）（2）の手順］

i“O”リングに膨張等の異常があれば新品と交換してください。

qマイクロメッシュエレメントおよび焼結エレメントを再生利用する場
合はエンドプレートとパッキンの間のゴミを必ず完全に除去してくだ
さい。

wエレメントガイドを取外した時は取付けてください。
eエレメント、ジョイント、エレメント、エレメント取付け金具の順に同
心になる様に正しく差し込んでください。

注）ジョイントを必要としない場合もあります。

q蝶ナット、座金を取外してください。
wエレメント押え板を取外してください。
eエレメント取付け金具（エレメントホルダおよびスプリングが一体にな
った部品）を取外してください。

rエレメント、ジョイント、（エレメントガイド）の順に取り出してくだ
さい。
※エレメントガイドは無理に取出す必要はありません。
エレメントガイドを取出すことによりエレメント、ジョイントを一括して取出す
こともできます。

注）フィルタ・エレメント種類により、ジョイントを必要としない場合もあります。

カバーの取外し1

フィルタ内圧がゼロであることを確認してから、Vバンド・カバーの取外しをして
ください。

警告

エレメントの取外し2

高温の場合はやけどに注意してください。
注意

エレメントの取付け3

エレメントを取付ける時エレメントガイドの上端から落として組み込む様なこと
は避けてください。

注意

【交換用“O”リング】　品番：JISB2401-1A-P185（材質：NBR）
品番：JISB2401-4D-P185（材質：FKM）

フッ素樹脂のパッキンを使用してあるものはすべて交換してください。再度使用
されるとシール漏れの原因となりますので注意してください。

注意

（2）

（1）

締付位置確認ピン

締付ナットラッチ部

リテーナT字金具

蝶ナット･座金

エレメント押え板

蝶ナット･座金

エレメント押え板

エレメント取付金具

エレメントガイド

・スプリング
・エレメントホルダ

FGE Series　エレメント交換要領 1
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qOリングをケースにセットしてください。
wカバーを押し込むようにして時計回りに突き当たるま
で回し、カバーとケースの合マークの位置を合わせて
ください。［右図の（1）、（2）の手順］

Oリング・カバーの取付け4

誤った装着はカバーが外れるなどの事故原因になりますので、
正しく装着してください。

警告

Vバンドに変形やねじのかじり等の異常があれば新品と交換し
てください。

警告

Vバンドとカバーおよびケースの接触面は取付け前に清掃して
ください。接触面の汚れは漏れの原因となります。

注意

qVバンドをカバーとケースのツバ部に正しく装着してく
ださい。［図（a）、（b）参照］

wプラスチックハンマなどでVバンドの周囲を軽く叩いて
なじませてください。

eT字金具をラッチ部に正しく装着してください。
［図（c）参照］
r締付ナットを所定の位置（締付位置確認ピンが挿入でき
る位置）まで締付けて締付位置確認ピンを挿入してくだ
さい。［図（c）参照］

t締付ナットが所定の位置（締付位置確認ピンが挿入でき
る位置）まで締付けられない場合は、Vバンド及びOリン
グを新品（表1参照）と交換してください。

Vバンドの装着および締付け5

qエレメント交換後に再起動を行う場合は、Vバンドを所
定の位置に正しく装着し、各接続部・シールで漏れがな
いことを確認のうえ、運転を開始してください。

w再起動時には、上部エア抜き口を開けて必ずエア抜き
を行ってください。

再起動およびエア抜き6

【交換用Vバンド】　品番：CY-24S

rエレメント重ね数が2～3段の場合はあらかじめエレメントガイドにエ
レメント、ジョイントをセットしたものをエレメントサポートに取付
けることもできます。

tエレメント取付金具を組み込んでください。
yエレメント押え板を静かに取付けてください。

カバー

ケース

（1） （2）

図（a） Vバンドの正しい装着方法

（b） Vバンドの誤った装着例（斜め掛け）

合いマーク

カバーツバ部

Oリングケースツバ部

Vバンド

図（c） Vバンドの締付位置

締付位置確認ピン

締付ナットラッチ部

リテーナT字金具

FGE Series　エレメント交換要領 2
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フィルタ分解組立要領図1

q六角ボルト・ナット・ワッシャー yエレメント取付金具
wカバー uエレメント
e蝶ナット iジョイント
rエレメント押え板 oエレメントガイド
tテンションボルト !0ガスケット

AIR VENT

IN

DRAIN

OUT

o

!0

i

y

u

q

r

t

e

w

ケース

エレメントサポート

FGET Series　エレメント交換要領 1
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カバー取外し2

z蝶ナットを取外してください。
xエレメント押え板を取外してください。
cエレメント取付け金具、エレメント、ジョイント、エレメントガイド順に取
出してください。
エレメントガイドは無理に取出す必要はありません。
またエレメント取付け金具を取出した後、図1の要領でエレメントガイドを取
出すことによりエレメント、ジョイントを一括して取出すことができます。

注）ジョイントを必要としない場合もあります。

z入口、出口の弁を閉じてください。
xドレン弁を開いてフィルタ内の圧力を零にし、空気抜き弁を開いて内部の流
体を全部排出してください。

cフィルタカバーとフィルタケースを締付けている六角ボルト、ナットを取外
してください。

vカバーを取外してください。

エレメントの取外し方3

図1
（a） （b） （c）

エレメントガイド

エレメント

ジョイント

パッキン

“ゴミ”の点検部分

エンドプレート

エレメント

エレメントサポート

仕切板

FGET Series　エレメント交換要領 2
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（清浄な環境で取扱ってください。）

zマイクロメッシュエレメント〔円筒およびプリーツ（球面パッキンを使用
していないもの）〕および焼結エレメントの場合はエンドプレートとパッ
キンの間のゴミを必ず完全に除去してください。［図1の（c）参照］

注）PTFEパッキンを使用してあるものはすべて交換してください。
これは硬いため再度使用されるとシール不完全となりますので注意してください。

xエレメントガイドを取外した時は取付けてください。

cエレメント、ジョイント、エレメント、エレメント取付け金具の順に同
心になる様に正しく差込んでください。

注）ジョイントを必要としない場合もあります。
エレメントを取付ける時エレメントガイドの上端から落として組み込む様なことは
避けてください。

エレメントの取付け方法4

シート面から圧力洩れのないことを確かめてから下記の運転方法の順序に
入ってください。

z運転にかかる前に配管系の弁の開閉、各接続部が完全にシールされてい
るかを確認してください。

x空気抜き弁を開いて流体を流し、容器内の空気が抜け切れたら空気抜き
弁を閉じ本運転に入ってください。

注）備考：本フィルタはプレス成形の薄物部品を多用している関係上、清潔な手袋を使用
しフィルタ取扱作業をする様お願いします。

再起動およびエア抜き6

zガスケットの破損なきことを確認して所定の個所にセットしてくださ
い。
ガスケットが破損している場合は新しい物と交換してください。

xカバーを所定の位置にセットしてください。

c六角ボルト、ナット、ワッシャを締め付けてください。

カバーの取付け方法5

※エレメント重ね数が2～3段の場合はあらかじめエレメントガイドにエレメント、ジ
ョイントをセットしたものをエレメントサポートに取付ける事もできます。［図1参
照　取出す時の逆の要領］

vエレメント取付け金具を組み込んでください。

bエレメント押え板を静かに取付けてください。

落
と
す

静
か
に
置
い
て
く
だ
さ
い

×（a）悪い方法 ◯（b）良い方法

エレメント

エレメントガイド

エレメントサポート

仕切板
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q運転を停止してください。
wIN、OUTの順番にバルブを閉じてください。
eフィルタ内圧をゼロにしてください。
rドレン弁を開いて内部の流体を全て排出してください。
tVバンドの締付位置確認ピンを引き抜いてください。
yVバンドの締付ナットを緩め、ラッチを外してカバーと“O”リングを取
外して点検してください。

uカバーの取外しは、カバーを反時計回りに回すようにして持ち上げて
ください。［右図（1）（2）の手順］

i“O”リングに膨潤等の異常があれば新品と交換してください。

カバーの取外し1

フィルタ内圧がゼロであることを確認してから、Vバンド・カバーの取外しをして
ください。

警告

q蝶ナット、座金を取外してください。

wエレメント押え板を取外してください。
eエレメント取付金具（エレメントホルダおよびスプリングが一体になった部品）を取外してください。
rエレメント、ジョイント、（エレメントガイド）の順に取出してください。
※エレメントガイドは無理に取出す必要はありません。
エレメントガイドを取出すことによりエレメント、ジョイントを一括して取出すこともできます。

注）フィルタ・エレメント種類により、ジョイントを必要としない場合もあります。

エレメントの取外し2

2ヶの蝶ナットは同時に取外しください。片側から1ヶずつ外すと、エレメント押
え板が傾きうまく外せなくなる場合があります。

注意

高温の場合はやけどに注意してください。
注意

qマイクロメッシュエレメントおよび焼結エレメントを再生利用する場合
は、エンドプレートとパッキンの間のゴミを必ず完全に除去してください｡

wエレメントガイドを取外した時は取付けてください。
eエレメント、ジョイント、エレメント、エレメント取付金具の順に同
心になるように正しく差し込んでください。

注）ジョイントを必要としない場合もあります。

rエレメント重ね数が2～3段の場合はあらかじめエレメントガイドにエレメント、ジョイントをセットしたものをエレ
メントサポートに取付けることもできます。

tエレメント取付金具を組み込んでください。
yエレメント押え板を静かに取付けてください。

エレメントの取付け3

エレメントを取付ける時、エレメントガイドの上端から落として組み込むような
ことは避けてください。

注意

（2）

（1）

締付位置確認ピン

締付ナット

ラッチ部

リテーナT字金具

蝶ナット･座金

エレメント押え板

蝶ナット･座金

エレメント押え板

エレメント取付金具

エレメントガイド

・スプリング
・エレメントホルダ

【交換用“O”リング】　品番：AL-25S（材質：NBR）
品番：AL-22S（材質：FKM）

FGG Series　エレメント交換要領 1
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カバー

ケース

（1） （2）

図（a） Vバンドの正しい装着方法

（b） Vバンドの誤った装着例（斜め掛け）

合いマーク

カバーツバ部

Oリング

ケースツバ部

Vバンド

図（c） Vバンドの締付位置

締付位置確認ピン

締付ナット
ラッチ部

リテーナT字金具

qOリングをケースにセットしてください。
wカバーを押し込むようにして時計回りに突き当たるま
で回し、カバーとケースの合いマークの位置を合わせ
てください。［右図の（1）、（2）の手順］

Oリング・カバーの取付け4

4

誤った装着はカバーが外れるなどの事故原因になりますので、
正しく装着してください。

警告

Vバンドに変形やねじのかじり等の異常があれば新品と交換し
てください。

警告

Vバンドとカバーおよびケースの接触面は取付前に清掃してく
ださい。接触面の汚れは漏れの原因となります。

注意

qVバンドをカバーとケースのツバ部に正しく装着してく
ださい。［図（a）、（b）参照］

wプラスチックハンマなどでVバンドの周囲を軽く叩いて
なじませてください。

eT字金具をラッチ部に正しく装着してください。
［図（c）参照］
r締付ナットを所定の位置（締付位置確認ピンが挿入でき
る位置）まで締付けて締付位置確認ピンを挿入してくだ
さい。［図（c）参照］

t締付ナットが所定の位置（締付位置確認ピンが挿入でき
る位置）まで締付けられない場合は、VバンドおよびOリ
ングを新品（表1参照）と交換してください。

Vバンドの装着および締付け5

qエレメント交換後に再起動を行う場合は、　項の「操作」
の内容に従って実施してください。

w再起動時には、上部エア抜き口を開けて必ずエア抜き
を行ってください。

再起動およびエア抜き6

【交換用Vバンド】　品番：CY-27S

FGG Series　エレメント交換要領 2
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フィルタケース

エレメントサポート

仕切板 

ストッパー

AIR VENT

IN

DRAIN

A

A

A-A 矢視図

OUT BACK WASH

!2

!0

!1

i

y

u

q

r

t

e

w

9-  2

9-  3

9-  1

フィルタ分解組立要領図1

q六角ボルト y調節ボルト フレ止め
w六角ナット uロックナット エレメントホルダ
e座金 iエレメント押え板 !0エレメント
rカバー oエレメント取付金具 !1ジョイント
tガスケット スプリング !2エレメントガイド

9-  2
9-  3

9-  1

FGA Series　エレメント交換要領 1
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エレメントガイド

エレメント

ジョイント

パッキン

ゴミの点検部分

エンドプレート

エレメント

エレメントサポート

仕切板

図1
（a） （b） （c）

z目詰りにより差圧が上昇し、エレメント交換差圧
（0.1MPa）に達したらエレメントを新品と交換してく
ださい。

xオーバーホール時のエレメントの取出し、取付けは次
の順序で行ってください。

オーバーホール2

zエレメント押え板を取外してください。
　yuの調節ボルト、ロックナットはそのまま板にセットしておいてください。
　ただし、現在使用しているエレメントから他の種類のエレメントに交換する
場合は調整が必要です。
　もしそのまま調整しないで取付けるとシール不完全またはエレメントの締め
すぎとなり変形の原因となりますので注意してください。調整方法は「m他の
エレメントを組込む場合の調整方法」を参照してください。

xエレメント取付金具、エレメント、ジョイント、エレメントガイドの順に取
出してください。
　エレメントガイドは無理に取出す必要はありません。
　また、エレメントホルダを取出した後、図1の要領でエレメントガイドを取出
すことにより、エレメント、ジョイントを一括して取出すことができます。

注）ジョイントを必要としない場合もあります。

エレメントの取外し方4

zIN、OUTの弁を閉じてください。
xAIR VENT、DRAINを開いてフィルタ内の圧力をゼロ
にし、内部の流体を全部排出してください。

cフィルタカバーとフィルタケースを締め付けている
qwのボルト、ナットを最初平均に少しずつ緩めてゆ
き手でナットが廻るようになったら端から順にはずし
てください。

vカバーとガスケットを取外してください。

カバー取外し3

（清浄な環境で取扱ってください。）
zマイクロメッシュエレメント〔円筒およびプリーツ（球面パッキンを使用して
ないもの）〕および焼結エレメントの場合はエンドプレートとパッキンの間の
ゴミを必ず完全に除去してください。［図1（c）参照］

注）テフロンのパッキンを使用してあるものはすべて交換してください。これは硬いため再度
使用されるとシール不完全となりますので注意してください。

xエレメントガイドを取外した時は取付けてください。
cエレメント、ジョイント、エレメント、エレメント取付金具の順に同心にな
るように正しく差し込んでください。

注）ジョイントを必要としない場合もあります。
エレメントを取付ける時エレメントガイドの上端から落として組込むような事は避けてく
ださい。

エレメントの取付け方法5

FGA Series　エレメント交換要領 2
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エレメント

エレメントガイド

エレメントサポート

落
と
す

静
か
に
置
い
て
く
だ
さ
い

×（a）悪い方法 ◯（b）良い方法

仕切板

図2

（b）7本配列以上

×　悪い例 ◯　良い例

図3

（a）エレメント配列状態 （c）4本配列

図4

※また配列が多くエレメント重ね数が3～4段の場合はあらかじめエレメントガイドに
エレメント、ジョイントをセットした物をエレメントサポートにセットする事もで
きます。［図1参照　取出す時の逆の要領］

vエレメント取付金具は（図3）の（b）（c）で示すような方法で取込んでくだ
さい。

注）図3（b）（c）に示すのは図4のエレメント取付金具（スプリング、フレ止め、エレメン
トホルダ）の配列状態を示す。

bエレメント押え板を静かに取付けてください。

FGA Series　エレメント交換要領 3
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ジョイント

エレメント
ガスケット

エレメントガイド

エレメントホルダ

フレ止め

スプリング
調整ボルト

エレメント押え板

ロックナット
カバー

B

A

（a）ジョイントを用いた取付け状態 （b）ジョイントを用いない取付け状態

カバー

（c）良い状態 （d）悪い状態 （e）良い状態 （f）悪い状態

ケース

zガスケットの破損なき事を確認して所定の個所にセットしqweのボル
ト、座金、ナットをセットして対角状に均等に締め付けてください。

ガスケットを破損している場合は新しい物と交換してください。

xシート面から圧力洩れのない事を確かめてから運転に入ってください。
（運転方法は取扱い説明書をご確認ください。）

カバーの取付け方法6

zエレメント押え板を取付ける時（図5）図中に示す調整ボルト、ロックナ
ットを用いてカバーを取付けた時［図5の（c）、（e）参照］エレメント押え板
とエレメントホルダが密着状態になるように調整してください。

x調整方法は次の方法で行ってください。

（図5の（b）に示す様にA寸法を測定して次にB寸法がA寸法に等しくなる
ように調整すると図5の（e）に示すような状態となりシールが完全となり
ます。）

ロックナットは（図5の（a）および（b））に示すようにジョイントを用いて
いるものは下に、用いてないものは上にセットしてください。

他のエレメントを組込む場合の調整方法7

図5　締め付けた状態

FGA Series　エレメント交換要領 4
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ストッパ

サポーリング

OUT

y

u

i

o

o

!0

!9

!1

!2

!3

!4

!5

!7

!8

r

q

t

e

w

AIR VENT

BACK WASH

IN

DRAIN

フィルタケース

ガイドバー

エレメントサポート ガイドバー

1 6-  1

1 6-  2

1 6-  3

エレメントアッセンブリ分解図

フィルタ分解組立要領図1

q六角ボルト o仕切板 スプリング
w六角ナット !0ガスケット フレ止め
e座金 !1六角ボルト エレメントホルダ
rフィルタカバー !2バネ座金 !7エレメント
tガスケット !3座金 !8ジョイント
y六角ナット !4エレメント押え板 !9エレメントガイド
uバネ座金 !5カラー 
i座金 !6エレメント取付金具

1 6-  1
1 6-  2
1 6-  3

FGB Series （生産終了品）　エレメント交換要領 1

755A



パッキン

ゴミの点検部分

エンドプレート

エレメント

エレメントガイド

（a） （b） （c）

エレメント

ジョイント

エレメントサポート

仕切板

z目詰りにより差圧が上昇し、エレメント交換差圧
（0.1MPa）に達したらエレメントを新品と交換してく
ださい。

xオーバーホール時のエレメントの取出し、取付けは次
の順序で行ってください。

オーバーホール2
zyのナットを平均に少しずつ緩めてください。
　ナット、バネ座金、座金を取外してください。
xエレメントアッセンブリを容器からダビットか他の用

具で吊り上げ容器の外に出してください。その時、エ
レメントを保護しているガイドバーがあまりサポート
リングに接触しないよう垂直に吊り出してください。

c容器から取出したエレメントアッセンブリを分解図の
ように仕切板が下に来るよう逆さにしてください。

エレメントアッセンブリの外し方4

zIN、OUTの弁を閉じてください。
xAIR VENT、DRAINを開いてフィルタ内の圧力をゼロ

にし、内部の流体を全部排出してください。
cフィルタカバーとフィルタケースを締め付けている
qwのボルト、ナットを最初平均に少しずつ緩めてゆ
き、手でナットが廻るようになったら端から順にはず
してください。

vカバーとガスケットを取外してください。

カバー取外し3

z!1の六角ボルトを平均に少しずつ緩めてください。
バネ座金、座金を取外してください。

xエレメント押え板を取外してください。
cカラー、エレメント取付金具、エレメント、ジョイント、エレメントガ

イド順に取出してください。
エレメントガイドは、無理に取出す必要はありません。また、エレメン
トホルダを取出した後（図1（b））の要領でエレメントガイドを取出すこと
によりエレメントとジョイントを一括して取出すことができます。

注）ジョイントを必要としない場合もあります。

エレメントの取外し方5

図1

FGB Series （生産終了品）　エレメント交換要領 2
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エレメント

エレメントガイド

エレメントサポート

仕切板

落
と
す

静
か
に
置
い
て
く
だ
さ
い

×（a）悪い方法 ◯（b）良い方法

図2

（b）7本配列以上

×　悪い例 ◯　良い例

図3

（a）エレメント配列状態 （c）4本配列

vエレメント取付金具は図3の（b）（c）で示すような方法で取込んでくださ
い。

※また、配列が多くエレメント重ね数が3～4段の場合は、あらかじめエレメントガイ
ドにエレメント、ジョイントをセットした物をエレメントサポートにセットする事
もできます。［図1参照　取り出す時の逆の要領］

注）図3（b）（c）に示すのは図4のエレメント取付金具（スプリング、フレ止め、エレメン
トホルダ）の配列状態を示す。

（清浄な環境で取扱ってください。）
zエレメントを取外した時、ハニカムエレメント、ペーパーエレメント以
外のエレメントは、エレメントプレートとパッキンの間にゴミが溜まっ
ているか否か確かめてください。［図1（c）参照］
溜っている場合は、きれいにしてください。

xエレメントガイドを取外した時は、取付けてください。
cエレメント、ジョイント、エレメント取付金具の順に同心になるよう正
しく差し込んでください。

注）ジョイントを必要としない場合もあります。
エレメントを取付ける時、エレメントガイドの上端から落として組込むような事は
避けてください。（図2）

エレメントの取付け方法6

FGB Series （生産終了品）　エレメント交換要領 3
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バネ座金

座金

エレメント押え板

カラー

カラー

エレメント押え板

C

BA BA

nエレメント押え板は、図6の（a）に示す記号A-Aか図6の（b）に示すエレメ
ント押え板記号B-Bに平行に重なるようにして組込んでください。

注1）エレメント押え板を取付けるとき、エレメント取付金具が動かないように正しく置
いてください。

注2）!3!2の座金を取付けて!1の六角ボルトを最初平均に少しずつ緩めてガイドバーにボ
ルトバネ座金、座金エレメント押え板、カラーが密着状態になるまで締めてくださ
い。

z4-2-4で、セットしたエレメントアッセンブリを仕切板が上にくるように逆にしてください。
xエレメントアッセンブリを取付ける前に、ガスケットを所定の位置に正しく取付けてください。
cダビット及び他の用具で、エレメントアッセンブリを取出した時と同様な方法で組込んでください。
viuの座金、バネ座金を取付けてyのナットを平均に締め付けてください。

エレメントアッセンブリの取付け方法7

zガスケットの破損なきことを確認して所定の個所にセットしqweのボルト、座金、ナットをセットして対角状に均等
に締め付けてください。
ガスケットが破損している場合は、新しい物と交換してください。

xシート面から圧力洩れのない事を確かめてから2の運転方法の順に従って本運転に入ってください。

カバーの取付け方法8

（a）エレメント配列状態 （b）エレメント押え板

図6

C-矢視図

（a）ハニカムエレメント （b）他のエレメント
（焼結、ペーパー、マイクロメッシュエレメント）

図5

図4

bカラーは、ハニカムエレメント使用の場合のみエレメント押え板の下に、
他のエレメントの場合は上にセットするようにしてください。

注1）エレメント1本立ての場合は、カラーを使用していません。
注2）ハニカムエレメント用のカラーは、ハニカムエレメント以外には使用できません。

FGB Series （生産終了品）　エレメント交換要領 4
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エレメントサポート

ボデー 

q

i

y

u

e

r

w

t
5-  1

5-  2

IN OUT

AIR VENT

DRAIN

フィルタ分解組立要領図1

q六角ボルト tエレメント取付金具 uジョイント
w六角ナット スプリング iエレメントガイド
eカバー エレメントホルダ 

rガスケット yエレメント

5-  1
5-  2

FGC Series　エレメント交換要領 1
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図1
（a） （b） （c）

エレメントガイド

エレメント

ジョイント

パッキン

ゴミの点検部分

エンドプレート

エレメント

エレメントサポート

ボデー

z目詰りにより差圧が上昇し、エレメント交換差圧
（0.1MPa）に達したらエレメントを新品と交換してく
ださい。

xオーバーホール時のエレメントの取出し、取付けは次
の順序で行ってください。

オーバーホール2

zエレメント取付金具、エレメント、ジョイント、エレ
メントガイドの順に取出してください。

xエレメントガイドは無理に取出す必要はありません。
cまたエレメントホルダを取出した後（図1）の要領でエ
レメントガイドを取出すことによりエレメント、ジョ
イントを一括して取出すことができます。

注）ジョイントを必要としない場合もあります。

エレメントの取外し方4

zIN、OUTの弁を閉じてください。
xAIR VENT、DRAIN弁を開いてフィルタ内の圧力をゼ
ロにし、内部の流体を全部排出してください。

cフィルタカバーとフィルタケースを締め付けている
qwのボルト、ナットを最初平均に少しずつ緩めてゆ
き手でナットが廻るようになったら端から順にはずし
てください。

vカバーとガスケットを取外してください。

カバー取外し3

（清浄な環境で取扱ってください。）
zエレメントを取外した時ハニカムエレメント、ペーパ
ーエレメント以外のエレメントはエンドプレートとパ
ッキンの間にゴミが溜っているか否か確かめてくださ
い。［図1（c）参照］溜っている場合はきれいにしてく
ださい。

xエレメントガイドを取外した時は取付けてください。
cエレメント、ジョイント、エレメント、エレメント取
付金具の順に同心になる様に正しく差し込んでくださ
い。

注）ジョイントを必要としない場合もあります。
エレメントを取付ける時エレメントガイドの上端から落として
組込むような事は避けてください。

エレメントの取付け方法5

zガスケットの破損なきことを確認して所定の個所にセ
ットしqwのボルト、ナットをセットして体角状に均
等に締め付けてください。
ガスケットが破損している場合は新しい物と交換して
ください。

xシ－ト面から圧力洩れのない事を確かめてから２の運
転方法の順序に従って本運転に入ってください。

カバーの取付け方法6

FGC Series　エレメント交換要領 2
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エレメント1本入タイプ

q運転停止後、入口、出口の順番にバルブを閉じてくだ
さい。

wエア抜きバルブを開いてフィルタ内圧をゼロにし、液
抜き弁を開いて内部の流体を全て排出してください。

eVバンドの締付ボルトを緩め、ストッパを外します。
（締付ボルトは、六角レンチ［対辺サイズ6mm］で緩め
ることができます。）

rカバーを反時計方向に回すようにして、上方に外しま
す。

t取手を使用し、バスケットを垂直に持ち上げて取出し
てください。
※ケース内のホルダAss'yに付いているOリングを点検し、膨
潤等の異常があれば新品と交換してください。
（P.365交換部品リスト参照）

エレメントの取外し方法1

q新しいエレメントの布製取手を中心方向に引っ張り、
エレメントのつばをつぶしてバスケットの内側に詰込
んで、エレメントのつばをバスケットの底板フランジ
面までしっかりと押し込んでください。

※取手はケース切欠部（ガイド溝）およびINLETを避けて設置し
てください。

yエレメントに布製の取手が付いていますので、指また
は棒で中心方向に寄せ、バスケットからエレメントを
引っ張り出してください。
（交換用エレメント：P.365交換用エレメント品番参照）

エレメントの取付け方法2

バルブ開
エア抜き
バルブ

Vバンド

六角
レンチ

締付
ボルト

（a） （b）

（a） （b）

（c）

※VバンドやOリングを点検して、異常があれば新品と交換して
ください。
（P.365交換部品リスト参照）

締付ボルト

ストッパ

カバー

取手

バスケット

エレメント
布製の取手

（a） （b）

布製の取手

バスケット エレメントのつば

バスケットの
底板フランジ面

エレメント

FGF Series　エレメント交換要領 1

761



e“O”リングをケースにセットしてください。
※“O”リングに膨潤等の異常があれば新品と交換してください。
（P.365交換部品リスト参照）

rカバー内側のピン（2ヶ所）をケースのガイド溝に合わ
せ、時計回りに回すようにして突き当たるまで押し込
んでください。

tVバンドをカバーとケースのつば部に正しく装着して
ください。
※Vバンド／カバー／ケースの接触面は取付前に清掃してくだ
さい。

y締付ボルトを溝部に合わせて正しく装着させてくださ
い。

※エレメント交換後再起動する際には、上部エア抜きバルブを
開けて、必ずエア抜き作業を行ってください。

u締付ボルトの頭部が密着する位置まで締付けてくださ
い。

ピン

ガイド溝

溝部

締付ボルト

ストッパ 締付ボルト

カバー

ケース

Vバンド

w取手を持ちバスケットをケース内に設置してくださ
い。

FGF Series　エレメント交換要領 2
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tクランプリング

yパッキン

uプラグ

D
R
A
IN

qケース

フランジ部
セット図参照

eエレメント

wガスケット

rカバー
iパッキン

o六角ボルト

カバー

クランプリング

ケース・クランプリングセット図

フランジ部を乗せる

ケース

OUTLET

A
IR
V
E
N
T

INLET

フィルタ分解組立構造図1

FGH Series　エレメント交換要領 1
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zフィルタへの通液路を止めてください。（フィルタ前
後にバルブがある場合は、そのバルブを閉じてくださ
い）

xエアベント（o六角ボルト）を緩め、フィルタ内の圧力
をゼロにしてください。

cドレン（uプラグ）を外し、フィルタ内の流体を排出し
てください。

vtクランプリングを緩めるには、大きな力を必要とし
ます。tクランプリングを市販のベルトレンチ等を使
用し、工具が外れないようにして、緩めて、手で回せ
るようにし、qケースを押えながら手で外し、qケー
スと一緒に取出してください。

beエレメントをrカバーより抜いてください。この
PTFEパッキンを使用しているため、多少力が必要で
す。
なお、qケース下部に余裕がない場合は、qケースを
100mmぐらい下げeエレメントを抜いてからqケー
スと一緒に取外してください。

n取出したeエレメントは、廃却してください。
mqケース内部、②ガスケット、yパッキン及びuプラ
グ等を清浄な使用流体または、溶剤等で洗浄してくだ
さい。

エレメントの取外し方法1
zqケースのシール面に傷がないことを確認してくださ
い。

xガスケット、パッキン類の破損、変形等の有無を確認
して異常なものは新品と交換してください。

ceエレメントは、PTFEパッキンを使用していますの
でセット時にある程度の力を必要とします。eエレメ
ントは、次のようにセットしてください。なお、eエ
レメントは、セット時に開封する等清浄な取扱をして
ください。
a. qケースのフランジ部にwガスケットの溝部をは
め込みセットしてください。

b. eエレメントをqケースに入れてください。この
時、eエレメントがqケースの中心に位置するよ
うにしてください。

c. tクランプリングをqケースにセットしてくださ
い。この時、tクランプリングは、テーパ部が下
方を向くようにセットしてください。

d. qケースのフランジ部をtクランプリングに乗せ
た形でeエレメントのパッキン部分をrカバーの
シート部に軽く合わせてください。

e. wガスケットの材質にPTFEを使用していますので、
tクランプリングの締め付けに大きな力を必要と
します。tクランプリングをrカバーに手でねじ
込んだ後、市販のベルトレンチ等を使用し、工具
が外れないようにして、漏れのないように締め付
けてください。（参考締付回転角は、手締め後約
1/4～1/2回転）

※この締め付けによりeエレメント全体が押し上げられ、エレメン
トパッキンがrカバーのシール部に装着されます。もちろん、
手でeエレメントをrカバーに強く押し込んで確実に装着してか
らqケースを取付けても結構です。

vドレンのyパッキンおよびuプラグをセットすると共
に、エアベントのo六角ボルトを漏れのないように締
め付けてください。

beの運転方法に従い本運転に入ってください。

新品エレメントの取付け方法2

FGH Series　エレメント交換要領 2
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qフィルタへの液流入を止めます。（フィルタ前後にバ
ルブがある場合は、そのバルブを閉じます。）

wエアベントプラグを緩めてフィルタ内の圧力を完全に
抜きます。

eドレンプラグを外してフィルタ内の流体を排出しま
す。

rVバンドの押ボルトを緩めてリテーナからストッパー
を外します。

tケースを反時計方向に約20°回転させ突当ってから、
下方に40mm位下げて、カバーから外しエレメントを
抜きます。

注）エレメント（L250）を2本使用している場合の中間ホルダは使
用しますので廃却しないでください。

yケース内部、ガスケット、パッキン、ホルダ類および
プラグ等を清浄な使用流体または、溶剤等で洗浄しま
す。

eケース凹部をカバー正面の突起部に合せ、ケースを上
方に10mm 位持ち上げて時計方向に約20°回転させ
ます。

rVバンドのリテーナがカバーとケースのフランジ部全
周を挟み込むように取付けます。

tVバンド外周を押し付けながら、リテーナにストッパ
ーをセットして押ボルトを規定の位置迄締め付けま
す。

yドレン プラグを締め付けます。
uエア抜きが完了した後、エアベントのプラグを締め付
けます。

エレメントの取外し方法1
qOリング類の破損、変形等の有無を確認して、異常な
ものは、新品と交換します。

wケース内の下部ホルダが傾いていない事を確認して、
エレメントを挿入します。
[エレメント（L250）×2本使用時]
2本目（上段）のエレメント下部に中間ホルダを挿入し
その後、中間ホルダの片側を1本目（下段）のエレメン
ト上部に挿入するようにしてケースに入れます。

エレメントの取付け方法2

FQ1 Series　エレメント交換要領
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ストッパー
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六角穴付ボルト（M4×0.7×L10）

スクレーパー

振れ止め

ペンタシール

Oリング（JISB2401-1A-G25）

カバー本体

Oリング（JISB2401-1A-P32）

カバーアッセンブリ、分解・組立要領図1
FN1 SeriesFN1 Series

FN1/FN4 Series　エレメント交換要領 1
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六角穴付ボルト（2-M4×L6）

保護カバー
IN

シリンダ

六角穴付ボルト（4-M8×L20）

シリンダフランジ

ジョイント（※1）

支柱（4-M10×L22）

取付金具（※2）

注： ※1
 ※2　　

ジョイント部

OUT

DRAIN

IN

カバーアッセンブリ

ガイドアッセンブリ

エレメント

カバー
アッセンブリ

止めねじ

エレメント
アッセンブリ

ビス（M3）

取付金具

分解手順2

q保護カバーを外す［M4六角穴付ボルト2ヶ所　図1参照］
wシリンダフランジ固定ボルト（M8六角穴付ボルト4ヶ所）を外しシリン
ダごと外す。［シリンダごと横にスライドさせジョイント部より外す　
図2参照］

e支柱（4本）を外す。［図2参照］
rカバーアッセンブリを上方に引抜く。［エレメントごと引抜く　図3参照］
tカバーアッセンブリ中の取付金具を外す。［止めねじ部を外し、金具を
廻す　図4参照］
FN11□2□-10の場合はガイドアッセンブリの中間に取付けられている
ビス［M3　2本を外す　図4参照］

yカバーからエレメントが引抜ける。
　この際、エレメントはこれ以上分解しないでください。
注）組付は分解とは逆の手順で実施してください。
なお、カバー、パッキン等の分解、組付要領は別紙概略図参照ください。

図2

FN11□1□-10 FN11□2□-10

図4

図1

FN11□1□-10 FN11□2□-10

図3
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本フィルタは基本的にメンテナンス不要ですが、エレ
メントの洗浄が必要な場合（ダストの固着により差圧
が戻らない）や、エレメントおよびパッキン類の交換
が必要な場合には次の分解手順に従い、エレメント洗
浄または交換を行ってください。
q運転の停止
a. フィルタの運転を停止してください。
b. IN、OUTのバルブを閉じてください。
c. DRAINバルブを開いて内圧をゼロにし、更に内
部の流体を全て排出してください。

w保護カバーの取外し
a. 保護カバーの止めねじを取外し、カバーを左右
に引きながら外します。
（M4六角穴付ボルト：2箇所）

eシリンダアッセンブリ取外し
a. フローティングジョイント取付ナット（M8）4箇
所を外します。

b. シリンダフランジ取付ボルト（M8）4箇所を外し、
シリンダアッセンブリを上方へ引上げながら外
します。

【交換用Oリング】　
KT-FN41N（材質:NBR）（JIS B2401-1A-G90及びG80）
KT-FN41V（材質:FPM）（JIS B2401-4D-G90及びG80）

tエレメント取外し
a. フローティングジョイントを取外します。
b. ガイドアッセンブリの止めねじを取外します。
c. カバーアッセンブリからエレメントを引き抜き
ます。

※エレメントはこれ以上分解しないでください。

yエレメント洗浄
a. 取出したエレメントを洗浄してください。
 〔洗浄方法〕超音波洗浄、溶剤洗浄、ブロー洗浄等
※酸洗浄、硬質ブラシによる磨きは避けてください。

u組立および再起動
a. 分解手順と逆の手順で組立ててください。
b. 再起動を行う場合には、3項の「操作」の内容に従
って実施してください。

【交換用エレメント】　
END400-005（5μm仕様）
END400-020（20μm仕様）
※1台に付エレメントは4本必要です。

rエレメントアッセンブリ取出し
a. C型止輪（呼び98）を取外します。
b. エレメントアッセンブリを上方へ引き抜きます。
※Oリングに傷等がある場合は新品と交換してください。

FN4 SeriesFN4 Series
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